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令和５年度第９回教育研究評議会議事要旨 

日 時  令和６年１月１８日（木）１５時００分～１６時２５分 

場   所  五福キャンパス 事務局大会議室 

出 席 者  齋藤、井上、北島、池田、磯部、武山、下敷領、髙木、林、鳥海、會澤、

酒井、大氏、関根、小熊、和田、細谷、髙雄、岡崎、徳橋、森口、松田、

松谷、長柄、安永、早川、伊藤、片岡、岩内、井川、一條、水口、中、 

小野、名執、松井、山本 

オブザーバー 長津、宮林、豊岡、川島、関本、茂野、周、籔谷

欠 席 者  齊藤、高橋 

議事に先立ち、学長から、令和６年能登半島地震に係る本学の被害状況等について報告が

あり、各部局に対して、精密機器等に被害が出ている場合は、危機管理室へ連絡するよう依

頼があった。 

１ 議事要旨の確認 

  学長から、令和５年度第８回教育研究評議会（１２月２１日開催）の議事要旨の確認

があり、承認した。 

２ 審議事項 

（１）中期目標・中期計画の変更について 

井上理事から、令和６年度の学部及び大学院の改組に係る収容定員の変更に伴う第４

期中期目標・中期計画の変更について説明があり、審議の結果、承認した。 

（２）富山大学における学生の懲戒規則の運用指針の一部改正について 

會澤副学長から、謹慎期間の取扱いの明確化等に伴う富山大学における学生の懲戒規則

の運用指針の一部改正について説明があり、審議の結果、承認した。 

（３）カーボンニュートラル産業創生研究センターの設置について 

北島理事から、カーボンニュートラル産業創生研究センターの設置及び関係規則の改

正等について説明があり、審議の結果、承認した。 

（主な意見） 

・外部資金獲得に伴う間接経費収入について、配分方式を見直してはどうか。

・構成員のエフォート管理について、整理する必要がある。

・カーボンニュートラルに関する教育について、大学院及び学部での実施に向けて検

討いただきたい。

（４）令和７年度からの共同利用・共同研究拠点新規認定への申請について 

北島理事及び早川和漢医薬学総合研究所長から、和漢医薬学総合研究所と熊本大学グ

ローバル天然物科学研究センターが連携し、令和７年度からの共同利用・共同研究拠点

の新規認定に向けて申請することについて説明があり、審議の結果、承認した。 

３ 報告事項 

（１）令和５年度 TOEIC-IPテストの結果について 

磯部理事から、令和５年度 TOEIC-IPテストの１年次及び３年次の結果について報告
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があった。また、今回の結果を踏まえた詳細な分析については、改めて報告する旨の連

絡があった。 

（主な意見） 

 ・英語教育への取組の効果により、３年連続で平均点の伸び率が上昇している。 

 ・受験率を上げるため、学年暦にテスト実施日を盛り込んではどうか。 

・スコアの低い学生の減少に向けて対策を検討する必要がある。 

 

（２）令和６年度一般選抜（前期日程・後期日程）の実施について 

磯部理事から、令和６年度大学入学共通テストが無事終了した旨の報告の後、令和６

年度一般選抜（前期日程・後期日程）及び入試ミスに係る再発防止策の実施について協

力依頼があった。また、令和６年能登半島地震で被災した受験生に対して、相談窓口の

設置及び検定料免除の対応を行う旨の報告があった。 

  

４ その他 

 ・学長から、１月１７日に開催された国立大学協会総会の概要について報告があった。 

 

 

以上 
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